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現代文化を通して
漢詩を身近に感じる

授業
横浜市立今宿中学校

国語科 田中 怜
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一.実践の背景

・対象生徒について
・これまでの学習
・漢文に対する考え

2

3 漢詩へのイメージ
・漢字 ・漢文みたい ・複雑
・難しそう ・漢文 ・中国語
・１年の時にやった古文に似てる
・レ点とか一二点あるな
・硬い ・文法に似てる
・堅苦しい感じ・何かの技みたい

4

二.教材について

中学２年「漢詩の風景」
「春暁」「絶句」
「黄鶴楼にて…」

5 教科書外の漢詩作品
下定 雅弘
「精選 漢詩集

：生きる喜びの歌」
（2014筑摩書房

その他生徒のインターネット調べ
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三.授業の流れ

全９（10）時間構成
①漢詩の基礎知識学習
②グループでの比較学習
③個人での鑑賞文作成

7 ①漢詩の基礎知識学習
国
語
プ
リ
ン
ト
№
６ 

 

～
漢
詩
の
風
景
～
漢
詩
の
基
礎
を
つ
か
む
「鑑
賞
へ
の
第
一
歩
！
」～ 

 

 

二
年
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）組
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）番
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】 

《こ
の
プ
リ
ン
ト
の
目
標
》 

 

○
漢
詩
の
鑑
賞
の
仕
方
や
基
礎
を
確
認
す
る
。 

○
作
品
の
描
写
に
注
目
し
て
内
容
を
読
み
解
く
。 

★
漢
詩
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て 

〈漢
文
の
読
み
方
復
習
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〈漢
詩
の
形
式
に
つ
い
て
〉 

①
文
字
数 

・
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）…

一
句
（
一
行
）
が
五
文
字
の
漢
詩
。 

・
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）…

一
句
（
一
行
）
が
七
文
字
の
漢
詩
。 

②
句
（
行
）
の
数 

・
（ 

 
 
 
 

）…

句
の
数
が
（ 

 
 
 
 

）。
各
句
を
ま
と
め
て
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・
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）…

句
の
数
が
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）。
句
ご
と
に
（ 

 

・ 
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・ 
 

） 
③
（ 

 
 
 

）…

同
じ
韻
（
音
の
響
き
を
も
つ
語
）
を
句
の
最
後
に
使
う
技
法
。 

 

基
本
的
に
は
（ 

 
 
 
 

）
が
押
韻
と
な
る
。
（
例
外
も
あ
り
） 

今
で
言
う
（ 

 
 
 
 

）
の
よ
う
な
も
の
。
（
例
） 

〈有
名
な
四
大
詩
人
に
つ
い
て
〉 

①
【 

 
 

 
】
（
「 

 
 
 

」
と
称
さ
れ
た
）…

前
半
生
は
望
み
の
仕
事
に
就
け
ず
、
苦
し
い 

 

生
活
を
送
る
。
後
半
生
は
戦
乱
の
中
を
家
族
と
共
に
放
浪
す
る
日
々
を
送
る
。
性
格
は
真
面
目
。 

 

②
【 

 
 

 

】
（
「 

 
 
 

」
と
称
さ
れ
た
）…

無
類
の
酒
好
き
。「
酔
っ
て
舟
に
乗
り
、
月
を
捉
え
よ

う
と
し
て
水
死
し
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
る
ほ
ど
。
性
格
は
自
由
奔
放
で
天
才
肌
。
特
に
絶
句
に
優
れ
て
い
る
。 

 

③
【 

 
 

 

】
（
「 

 
 
 

」
と
称
さ
れ
た
）…

多
芸
多
才
。
戦
乱
を
経
験
し
て
い
る
が
、
自
然
と
人
間

の
生
活
を
融
け
込
ま
せ
た
美
し
い
詩
を
作
り
自
然
詩
人
と
呼
ば
れ
た
。 

 

④
【 

 
 

 

】…

詩
を
通
じ
て
政
治
や
社
会
と
関
わ
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
表
現
が
わ
か
り
や
す
く
、
人
情

に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
古
典
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

〈漢
詩
の
鑑
賞
を
し
て
み
よ
う
〉
例
「
元
二
の
安
西
に
使
ひ
す
る
を
送
る
」
（
作
・
王
維
）
便
覧
参
照 

渭 

城 

朝 

雨 

潤 

軽 

塵 

客 

舎 

青 

青 

柳 

色 

新 

勧 

君 

更 

尽 

一 

杯 

酒 

西 

出 

陽 

関 

無 

故 

人 

（ポ
イ
ン
ト
） 

 

こ
の
詩
は
一
句
が
（  

）
字
で
（  

）句
ま
で
あ
る
の
で
、
形
式
と
し
て
は
（  

 
 

 
 

 
 

 

）で
あ
る
。 

 

ま
た
、
押
韻
は
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）な
の
で
、
漢
字
と
し
て
は
「
塵
（じ
ん
）・新
（
し
ん
）・人
（じ
ん
）」で
あ
る
。 

 

こ
の
詩
の
テ
ー
マ
は
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）で
あ
る
。 

渭
城
の
町
に
、
明
け
方
に
降
っ
た
雨
が
、
軽
い
土
ぼ
こ
り
を
し
っ
と
り
と
湿
ら
せ

て
い
る
。
旅
館
の
前
に
は
青
々
と
し
た
柳
が
、
雨
に
洗
わ
れ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う

青
々
と
新
鮮
に
見
え
る
。
別
れ
の
朝
で
あ
る
。
さ
あ
、
君
、
ど
う
か
も
う
一
杯
酒

を
飲
み
ほ
し
な
さ
い
。
西
の
方
の
陽
関
の
関
所
を
出
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
い
っ

し
ょ
に
酒
を
く
み
交
わ
す
古
く
か
ら
の
友
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。 
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②グループでの比較学習 9 ②グループでの比較学習 10

③個人での鑑賞文作成
国
語
プ
リ
ン
ト№

６ 

『漢
詩
の
風
景
』～
鑑
賞
文
を
書
こ
う
～ 

 

二
年
【  

】組
【  

 

】番 
 

名
前
【  

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

《こ
の
プ
リ
ン
ト
の
目
標
》 

○
漢
詩
の
鑑
賞
の
方
法
を
確
認
す
る
。 

 
 

 
 

○
今
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
鑑
賞
文
を
書
く
。 

！ 

鑑
賞
の
方
法
に
つ
い
て 

〇
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
発
表
で
見
え
て
き
た
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
（メ
モ
） 

      

！ 

鑑
賞
文
を
書
く
た
め
の
材
料
を
集
め
る 

 

自
分
が
選
ん
だ
漢
詩
（ 

春
暁 

・ 

絶
句 

・ 

黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る 

・ 

春
望 

） 

選
ん
だ
詩
の
好
き
な
表
現
・
句 

  

（
評
価
） 

〇
知
識
技
能…

現
代
語
訳
や
語
注
な
ど
を
手
掛
か
り
に
古
典
を
読
み
、
古
典
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方

を
知
る
。
（表
現
さ
れ
た
内
容
や
考
え
方
を
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。
） 

〇
思
考
判
断
表
現…

①
選
ん
だ
詩
の
技
法
や
表
現
、
テ
ー
マ
な
ど
の
詩
に
つ
い
て
の
情
報
を
し
っか
り
と 

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
選
ん
だ
詩
の
良
い
部
分
、
自
分
が
こ
の
詩
を
鑑
賞
文
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
理
由
を

し
っか
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。 

          

  

こ
こ
ま
で
で
二
百
字
。
裏
全
て
で
四
百
字 

11 四.成果と課題
（成果①）
・生徒が積極的に漢詩に向き合えた
→３６組中１４組が提示した以外の
漢詩を自分たちで調べていた
・わからない単語について自分たち
で調べて学習していた（詩型・表現）
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四.成果と課題
（成果②）
・漢詩への思い入れ
・漢詩の深い探求や時代背景考察
・ICTを利用した学習と相互評価
・グループ活動での役割分担や相互
活動の重要性

13

四.成果と課題
（課題）
・漢詩についての正確な読解を全班
に徹底することができなかった

・極端な結論づけを行おうとする班
・時間制限による完成度の格差
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